
自然保育「ネイチャーウォーク」 

 
冬の森であそぼう 

晝間初枝(四街道市） 

日 時：2025年 1月 9日（木）9:30～11:00  天候：晴れ 

場 所：八千代台北こどもの森 

参加者：ChaCha Children Yachiyo 5歳児 26名 保育士 3名 

担当指導員：小川 渡辺幸 晝間 

 

快晴、葉を落としたイチョウの木が長い影を作る絶好の日和。 

初めは、イチョウの木立ちの森で「影の木登り」。太陽を背に並ぶと

自分より長い影があることに気づいた子どもたち。イチョウの木を下か

ら見上げたり、触ってみたり…。「みんな、この木に登ってみたくな

い？」木を抱きかかえて「無理、できないよ！」という子どもたちに、 

一つだけ登る方法があることを告げました。「わからない」と首をかしげ

る子どもたち、「根元から伸びている木の影を伝っていけばてっぺん

までいけるよ」と投げかけました。「さあみんなリスになって登ろう」のか

け声を待ちきれず、てっぺんめがけて走り出しました。登ったり下りた

り、木から木へ ムササビのように飛んだり、鳥のように枝に止まった

り、みんなで並んで木の影に隠れたり、元気いっぱいに走り回りました。 

そのあとは、「冬のいいものさがし」。「ふゆめがっしょうだん」を見せながら、冬芽探しを提案し

ました。アカメガシワ、イヌシデ、アジサイなどの冬芽、コブシはふわふわした芽にさわったり、用

意した冬芽を一枚一枚剥いだり，中をのぞいて見たりして、寒くても頑張っている木の芽につい

て話し、春へのイメージを膨らませました。すぐ近くにはたくさんのモグラ塚がありました。シャベ

ルで土を除けて掘るとどれも小さな穴がありました。隣の塚の穴と繋がっているか竹の棒をさし

込んでみましたが残念ながらうまくつながりませんでした。交替で穴を掘り、しばらくモグラ塚と格

闘。「何匹いるかな？」「100 匹！」せいぜい 1，2 匹であることを伝えるとびっくり。近くのロゼット

は、「ペタンコグサだね」と絵本を見せながら、草がペタンコになって冬を過ごしている様子を伝

えました。キンカンやユズの実に触れたり匂いを嗅いだり、ツバキの花の蜜をなめたり、盛りだく

さんの冬のいいもの探しは、少し時間オーバーで終了しました。 

最後は、「だんごむしおに」。鬼から身を守るためにダンゴムシになるおにごっこです。逃げた

り、ダンゴムシになって固まったり、追いかけたりして大いに盛り上がり、寒さも吹き飛んでいきま

した。戻る途中、たくさんの落ち葉で山を作って飛び越したり、落ち葉合戦をしたり、遊びが止ま

らないくらい元気いっぱいの子どもたちでした。 

時間や回数が限られていることから詰め込みすぎかなとも思いましたが「全部楽しかった！」

と言う声に私たちも充実感を得ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木の影にかくれんぼ        コブシの冬芽        モグラ塚の穴掘り 

 

 

 

 

影の木登り 

 

 

 

 

 

 

 

 


